
試験研究成果普及情報  

［目的及び背景］マット植物とは、「地上部の被覆率が80％以上で、根域が薄層化され、マット状になっ
た緑化植物」と定義づけられる。早期緑化、雑草抑制、エロージョン防止等の効果があり、法面、屋
上、家庭等での利用が期待できる。そこで、マット化可能な草本植物を検索し、マット植物生産に向く植
物を選定する。 
 
［成果内容］ 
 １．第１表の（ ）でくくった９植物を除く91植物をマット化可能植物として選定した。 
 
 ２．リシマキア等の発根が容易な植物は、マット植物育成トレイに直挿しが可能である。 
 
 ３．繁殖が容易なセダム等は、マット植物育成トレイにばらまきが可能である。 
 
 ４．セル成型トレイで繁殖した苗を植え付けると、直挿しに比べ、欠株の割合が低くて生育が良好で
ある。また、施設の有効利用が図れる。 
 
［留意事項］ 
 １．マット植物育成トレイに直挿しの場合、欠株が生じ易いため、補植用の株が必要である。 
 
 ２．流通・施工を通してマット状態を維持するため、剥離培地割合が５％以下、引張強度が10kgf以
上、たわみ度が５cm以下のものを出荷する。 
 
［普及対象地域］県下全域 
 
［行政上の措置］ 
 
［普及状況］海匝地域、印旛地域を主体に、県下で30名程度が生産を開始している。 
 
 
［成果の概要］ 
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課題名： マット化可能な草本植物

 
［要約］流通・施工に耐えるマット植物は、被覆率が80％以上で、剥離培地割合が５％以下、引
張強度が10kgf以上、たわみ度が５cm以下の全ての条件を満たす必要があり、91植物がマット
植物として生産可能である。

 
ｷｰﾜｰﾄﾞ（専門区分）   （研究対象）緑化植物，草本類 
   （ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ）マット植物、植物検索、品種選定、緑化植物、早期緑化

 
 実施機関名 （主  査）農業総合研究センター生産技術部花き緑化研究室 
      （協力機関） 
       （実施期間）1999年度～2002年度 
 



  



 
 
第１表脚注 
＊：繁殖方法の挿はマット植物育成トレイに直挿し、プはセル成型トレイ苗を定植、実は直播、ランナーは匍匐茎に着いた子苗を定植、バラマキは茎葉を

裁断し、培地上に散播、株は株分け、球は球根を定植した。いずれも25cm角のトレイに25本（株）植え付けた。播種量は植物に応じて適量とした。  
＊＊：被覆率は目視、地上部乾燥重は25cm四方トレイ内の株の乾燥重、根の乾燥重は径２cmのコルクボウラーで採取した培地内（約12.56cm3）の根の

全乾燥重、剥離培地割合は１ｍの高さから３回落下させ、剥離した培地の総重量に占める割合、引張強度はマットを左右に引き分け、切断される点の最

大荷重、たわみ度はマットの中心線を支点とし、垂れた長さとした。  
＊＊＊：太字で示したデータは、マット化基準の範囲を超えた部分を示す。  
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